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第７３５回経済学研究科教育会議抄録 

 

日 時    平成２８年１２月１４日（水）１０時３０分～１１時２０分 

場 所    経済学研究科棟６階 大会議室 

出席者 馬場研究科長、新宅主任、佐々木、青山、柴田、渡辺、久保川、大橋、米山、岡崎、佐藤（整）、

粕谷、中林各委員 

欠席者 中西委員 

 

Ⅰ．報告事項 

 １．教育運営委員会学部・大学院教育部会について 

新宅主任から、１２月５日（月）開催の教育運営委員会学部・大学院教育部会について、特に報

告事項がない旨の報告があった。 

 ２．学位論文（修士）の審査委員会委員並びに主査の選出について 

新宅主任から、学位申請者に対する審査委員並びに主査の選出について報告があった。 

 

Ⅱ．協議事項 

１．第７３４回本研究科教育会議抄録（案）について 

  原案のとおり議決した。 

２．学生の休学期間の変更について 

  新宅主任から、修士課程学生２名の休学期間の変更について説明があり、申請のとおり議決した。 

３．平成２９年度本研究科大学院研究生出願要項（案）について 

  新宅主任から、平成２９年度本研究科大学院研究生出願要項（案）について説明があり、原案の

とおり議決した。また、新宅主任から、８月修了者を対象にした９月入学の研究生の受け入れにつ

いて提案があり、来年度から受け入れることとし、今後出願要項を作成することとした。 

４．平成２９年度非常勤講師について 

粕谷カリキュラム委員長から、平成２９年度非常勤講師について説明があり、原案のとおり議決

した。 

５．学位論文（課程博士）の審査副専攻の選定及び審査委員会委員並びに主査の選出について 

新宅主任から、学位論文（課程博士）の審査副専攻の選定について説明があり、原案のとおり議

決した。続いて、審査委員会委員並びに主査の選出について報告があった。 

６．特修コースによる修業年限短縮に関する学位論文特別審査委員会について 

    新宅主任から、今年度の特修コースによる修業年限短縮に関する審査については、「卓越プログラ

ムによる修業年限短縮に関する細則、細則に関する了解」を準用し、学位論文特別審査委員会を設

置しない旨の提案があり、原案のとおり議決した。 

 

Ⅲ．その他 

１．８月の臨時教育会議の開催について 

  新宅主任から、来年度の８月修了者に対応する臨時教育会議の開催及び審議の方法について説明



 2 

があった。開催時期については、本部の対応及び他研究科等の状況を踏まえ再度検討することとし

た。 

 

２．修士の学位を得ている UTIPE学生がUTIPE博士以外のコースを希望した場合の出願について 

  新宅主任から、修士の学位を得ているUTIPE学生がUTIPE博士以外のコースを希望した場合、

在学中であっても外部出願として博士課程に出願できることが確認された旨の説明があった。 

  なお、外部出願として出願があった場合は検定料が、合格した場合は入学料がかかること、口頭

試問では、修士修了審査と博士入学審査を別に行うことになる旨の説明があった。 

 

３．次回開催日時は、１月１１日（水）１０時３０分からであることが確認された。 


